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雲
南
市
土
地
開
発
公
社 

 

分
譲
住
宅
地 

分
譲
進
む 

 

こ
の
公
社
は
雲
南
市
合
併
と
同

時
に
そ
れ
ま
で
旧
町
村
毎
に
行
わ

れ
て
い
た
公
社
を
一
本
化
し
雲
南

市
土
地
開
発
公
社
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
定
住
人
口
の
増
加

を
目
指
し
て
各
地
区
で
分
譲
住
宅

地
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
の
と
こ
ろ
分
譲
が
進
ん
で
お

り 

吉
田
地
区
で
二
区
画
、
木

次
・
吉
井
団
地
、
西
日
登
、
加
茂
・

雲
並
、
大
東
・
新
庄
で
分
譲
が
進

み
、
飯
田
で
は
十
区
画
を
完
売
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
は

環
境
抜
群
の
区
画
が
残
っ
て
い
ま

す
。
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
る
方
、
土
地
を
求
め
て
い

る
方
、
是
非
ご
検
討
下
さ
い 

  
 

編
集
後
記 

今
年
は
雪
も
少
な
く
平
穏
に

冬
が
過
ぎ
た
気
が
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
政
権
交
代
か
ら
３

カ
月
。
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
な
る
か
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
・
は
た
し
て
。
春
本
番
元

気
を
出
し
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
せ
ふ 

眞 
   
 

 

小
滝
空
明
氏
歌
碑
は
今
・
・ 

平
成
２５
年
度
予
算 

二
百
八
十
一
・
三
億
円
可
決 

３
月
３０
日
念
願
だ
っ
た
尾
道
・
松

江
間
高
速
道
路
が
開
通
し
ま
し

た
。
当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
会

場
と
な
っ
た
「
道
の
駅
た
た
ら
ば

壱
番
地
」
に
関
係
者
多
数
が
集
ま

り
賑
や
か
に
開
通
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
庄
原
市
高
野
町
で
は
両

県
関
係
者
が
集
い
開
通
式
典
。
関

係
国
会
議
員
か
ら
こ
れ
ま
で
の
思

い
出
と
こ
れ
か
ら
の
活
用
方
法
等

に
つ
い
て
挨
拶
。
午
後
５
時
か
ら

一
般
車
輛
の
供
用
開
始
。
中
に
は

前
日
か
ら
並
ん
で
待
っ
た
人
も
有

っ
た
と
か
。
快
適
な
高
速
道
開
通

を
祝
い
ま
し
た
。「
た
た
ら
ば
壱
番

地
」
は
多
数
の
お
客
様
で
大
賑
わ

い
。
名
物
十
割
そ
ば
、
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
、
地
元
産
新
鮮
野
菜
な
ど

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
継
続
努
力
を
期
待
。

想
像
以
上
の
通
過
車
両
で
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
ル
ー
ル
厳
守
、
安
全
運

転
で
快
適
ド
ラ
イ
ブ
を
願
い
ま

す
。
国
道
５４
号
対
策
が
急
務
で
す
。 

新
市
役
所
３５
億
６
千
万
円 

 

新
市
役
所
建
設
費
に
つ
い
て
基
本

計
画
で
３１
億
円
以
内
に
収
め
る

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

度
基
本
設
計
で
概
算
３５
億
６
千

万
円
に
な
る
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
４
億
６
千
万
円
の
増
額
。
平

成
２５
年
度
に
実
施
設
計
が
行
わ

れ
ま
す
。
十
二
分
に
精
査
さ
れ
華

美
に
な
ら
ず
無
駄
の
な
い
設
計
・

建
築
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。 

 

地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
の
名
称 

雲
南
吉
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ 

 

 

小
滝
空
明
・
遥
氏
。
明
治
３０
年
４
月

吉
田
村
に
生
る
。
大
正
６
年
「
創
作
」

に
入
社
、
若
山
牧
水
に
指
導
を
受
く
。 

そ
の
後
、
島
根
新
聞
社
勤
務
を
経
て
、

郷
里
・
田
部
家
の
専
務
と
な
る
。
飯
石

郡
歌
人
ク
ラ
ブ
を
創
設
す
る
な
ど
活

躍
。
昭
和
４２
年
５
月
、
古
希
を
祝
し

て
湯
村
温
泉
・
清
嵐
荘
前
の
松
林
公
園

に
歌
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
遺
稿
集
「
虎

耳
草
（
ゆ
き
の
し
た
）」
の
序
文
に
田

部
２３
代
長
右
衛
門
氏
は
「
君
を
し
て

歌
文
を
以
っ
て
身
を
立
て
し
め
た
な

ら
ば
必
ず
や
日
本
的
な
作
家
と
な
る

人
で
あ
っ
た
」
と
記
し
た
。「
虎
耳
草
」

は
歌
壇
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
公
園
は
往
時
、
松
が
林
立
し
た
美

し
い
散
歩
コ
ー
ス
で
あ
り
地
元
の
皆

様
の
憩
い
の
場
。
お
花
見
、
お
茶
会
や

夏
の
子
供
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に

活
用
さ
れ
て
き
た
。
松
く
い
虫
被
害
で

松
も
減
少
、
清
嵐
荘
の
露
天
風
呂
開
設

に
伴
い
通
路
か
ら
視
界
に
入
る
こ
と

を
理
由
に
公
園
の
整
備
が
放
置
さ
れ

小
滝
空
明
先
生
歌
碑
と
共
に
笹
に
覆

わ
れ
て
い
る
。
整
備
が
急
が
れ
ま
す
。 

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
拡
充 

 

こ
れ
ま
で
０
歳
児
か
ら
就
学
前
ま

で
医
療
費
が
全
額
助
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
２５
年
７
月
か
ら
拡
充

さ
れ
て
小
学
校
終
了
ま
で
拡
大
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象

人
数
は
約
２
千
人
、
毎
年
約
５
千

６
百
万
円
の
予
算
が
必
要
。
少
子

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
結

婚
対
策
、
出
会
い
の
場
作
り
、
一

層
の
子
育
て
支
援
策
が
必
要
。 

「
子
育
て
す
る
な
ら
雲
南
市
」 

 
三刀屋ＩＣから吉田ＩＣまで計画か
ら２０年。中断の危機を乗り越え新直
轄方式でついに完成しました。無料区
間です。安全第一で活用しましょう。 

 

雲南市が生んだ島根県歌壇
の重鎮・小滝空明・遥氏の歌
碑。氏の古希を祝い関係者で
建立された。碑文「八重雲の
立ちのぼる簸伊の峡深し神
すさのをの息吹を秘めて」。 
 

木
の
国
文
化
館
を
廃
止
・
解
体 

昭
和
６３
年
度
建
設
、
旧
吉
田
村
当

時
、「
鉄
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
等
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
平
成
１８
年
記
録
的
豪
雪
に
よ
り

顕
著
な
雨
漏
り
が
発
生
。
修
繕
に
多

額
の
経
費
が
掛
る
こ
と
か
ら
協
議
の

結
果
、
同
種
の
施
設
「
生
涯
学
習
交

流
館
」
を
保
存
活
用
す
る
事
と
な
る
。

当
施
設
の
制
度
上
撤
去
可
能
な
年
月

が
到
来
し
た
為
解
体
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
展
示
さ
れ
て
い
た
同
館
の

シ
ン
ボ
ル
「
田
部
の
一
番
欅
」
や
「
八

雲
塗
壁
画
」
は
夫
々
生
涯
学
習
交
流

館
と
吉
田
中
学
校
に
移
転
展
示
さ
れ

る
予
定
。
解
体
経
費
約
１
千
８
百
万

円
也
。「
鉄
シ
ン
ポ
」
で
は
村
松
貞
次

郎
先
生
は
じ
め
各
界
で
著
名
な
諸
先

生
を
招
聘
。
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史
・

伝
統
文
化
・
学
術
研
究
成
果
を
次
々

発
信
。
又 

日
野
原
重
明
先
生
か
ら

直
接
ご
指
導
戴
い
た
「
血
圧
測
定
研

修
会
」
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
。 

 

来庁者に分かりやすく省エネ 
省資源・環境に優しい庁舎を
目指して設計が進んでいま
す。（写真はイメージ図です） 
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